
 

新年を迎えるに当たって、市之倉地域振興会・市之倉森

づくり部会の皆さんにご準備いただき、鏡餅と門松を飾り

ました。登校してきた子ども達は、「これ（鏡餅）って本

物!?」「この門松でっかい。初めて見た～。」と、嬉しそう

に見たり触ったりしていました。 

地域の皆さんのご協力のおかげで、本物に触れる機会を

もてて、心からありがたいと感じた新年です。 
 

温かいお心を 

ありがとうございます 
市之倉区より「教育活動の充実に」と、 

１０万円のご寄付をいただきました。これにＰＴ

Ａより補助をいただき、プロジェクタ（画像や映

像を大型スクリーン等に投影する機器）を購入し

ました。大切に使用させていただきます。 
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互いを認める心を育てる 
  

前期の児童アンケートの結果です。 

「相手のよさを見つけてやっていこうとしている。」 肯定的回答 89.3％ 

「自分のよさを分かってくれる仲間がいると思う。」 肯定的回答 78.7％ 
 

この２つの項目から、「自分は仲間を理解しようとしているが、仲間は自分のことを

分かってくれていないと感じている児童がいる。」ことが見えてきました。 

そこで、「自分を分かってもらえている」という体験をすれば、満足感が高まるので

はないかと考え、朝の会と帰りの会に「心の天気」の交流を始めました。 

「心の天気」は、心の調子を天気で例えたものです。私たちは、久しぶりに出会う人

に、「お元気ですか。」と体調を尋ねることがあります。それと同じように、「心の天気は

何ですか？」と、交流をしています。 
 

「今日の心の天気は「晴れ」です。わけは、体育と理科があるからです。」 

「ぼくも全く一緒だよ。」 

「ぼくの心の天気は「晴れ」です。わけは、○○君と同じで・・・。」 
 

この交流や学級会の話合い活動を行ってきたからか、少し

ずつですが、ポイントが上昇してきました。このポイントが

さらに上昇するように、今後も活動を工夫していきます。 

そして、次は、「自分にはよいところがある」「自分が好き」

といった自己肯定感が高まる活動を、ＰＴＡや地域の皆さん

と共に行っていきたいと考えています。 

  
 

 


